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第 5 章では，伝送帯域が極めて広く，かっ，コア径を単一モード光ファイパのほぼ 2 倍程度に拡大可


















(3) コア径を単一モードファイパの 2 倍程度に拡大可能で，伝送帯域の非常に広い 2 モード光ファイパ
の最適構成法を確立している。
(4) 単一モード光ファイパのコア軸を自動的に調心する方法，接続損失の高精度測定法，最適融着条件
の自動設定法を考案し，これにより平均接続時間2.5分平均接続損失O.04d B を達成している。
以上のように，本論文は単一モードおよび 2 モード光ファイパを用いた高度な光通信系を構成するた
めの種々の課題を解決し，光ファイパ通信技術に関する多くの有用な知見を得ているものであって，通
信工学の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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